ちと 

える と、 固より いろいろ あり、 また 例の ごとく 長々 

と 説明した くなる が —— 極めて 低級に 属する 頭脳 を 

もった 人類で、 同時に 比較的 芸術 心 に 富 んだ人 類が 、 

同程度の 人類の 要求に 応ずる ために 作った もの を やつ 

あ 

てるから だろうと 思う。 例 を 挙げる と、 いくら も ある 

ほり 

が、 丸 橋忠弥 とかいう 男が、 酒に 酔いながら、 濠の 中 

へ 石 を 抛げ て、 水の 深浅 を 測る ところが、 いかにも 大 

事件で ある ごとく、 また いかにも 豪そう な 態度で、 ま 

ま ね 

たいかに も 天下の 智者で なくつ ちゃ、 こんな 真似 はで 

きない ぞと 云わぬ ばかりに もったいぶって やる。 その 

も つ たいぶる ところ を 見物が わ つ と 喝采す るので ある _ 
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